
MeinanManagement Review

２０２２．３月号

MeinanManagement Review

Vol.130

1

➢ 永井晶也のトップインタビュー
➢ ＣＳＲを問いかける
➢ いい人材を育て、活かすための仕組み
➢ ワンポイントアドバイス
➢ 今後のセミナー案内

特集 いい会社をつくりましょう！
「正しい」ことを「うまくやる」
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企業経営の要諦

企業を「経営」するとは、突き詰めると「何をやる
か」、「どうやるか」の二軸で考えることだといえ
ます。「何をやるか」という視点は、経営の方針の
あり方であり、その基準は「正しい」か「正しくな
い」かです。よい経営を行う上でまず第一に重要な
ことは、会社の方針が「正しい」ことです。ここを
間違えてしまうと、短期的には結果（売上や利益）
が出たとしても、恐らく長続きはしません。これま
でおかしくなった企業の多くを見てみると、必ずこ
の「何をやるか」の段階で、「正しくない」ことを
やってきたという事例が大半です。
では、「正しさ」はどう判断すればよいでしょう。
不易流行という言葉がありますが、この正しさも不
易流行で考える必要があります。すなわち、いつの
時代においても正しいことと、時代の変化や環境の
変化によって変えるべきものを区別して考えなけれ
ばいけません。ここで、変えてはいけないものを、
安易に変えてしまったり、その逆に変えなければい
けないものを意固地になって、いつまでも変えなか
ったりすると、これまでは正しかったことも、たち
どころに正しくないことになってしまいます。例え
ば、社員との関係で考えてみると、「社員を大切に
考える」という基本姿勢はいつまでも変えるべきで
はないでしょう。一方で、「社員との関係性の作り
方」については、時代の変化とともに常に変えてい
く必要があります。
よい会社、よい経営の方針は、すべてのステークホ
ルダーに対して、この「正しさ」を約束するもので
なければいけません。

優れた経営と社員教育

もう一つの視点である「どうやるか」は、上手・下
手の問題です。よい経営を実現するには、「上手く
やる」という視点が重要です。せっかく優れた方針
が示されても、実際にそれを実現するのは、ビジネ
スの現場であります。経営者の方針が、管理者を通
じて末端の社員に伝達され、現場の理解と納得に基
づく行動によって、その先のお客様に感動を与える
のです。
経営者ひとりが自分の考えで優れたビジネス（正し
い経営）を行うことは、さほど難しいことではない
かもしれません。しかし、これを複数の人間、大企
業ともなれば数千、数万の人材を通じて実現すると
いうことは、相当難儀な話でしょう。その為には、
多くの人材に対して、それぞれの立場で期待される

役割が高いレベルで全うされるように、様々な教育
が必要になります。とりわけ上位層の教育（特に思
想・思考レベルの教育）は非常に重要なテーマとい
えます。新入社員の教育を怠って会社がおかしくな
ることは稀ですが、管理者をはじめとする上位層の
教育を怠った場合、企業の浮沈にかかわるほどの影
響が及ぶと考えておく必要があります。
優れた経営を行う（上手くやる）上で、社員の教育
は欠かせない重要なキーワードといえます。

生かすも殺すも

中古車買取日本一の規模を実現したビッグモーター
による数々の事件、報道により明らかになる様々な
事実は、企業の本質及び企業経営の何たるかを、改
めて考えさせられるよい機会となりました。
ビッグモーターの社員が特別に問題のある社員であ
ったかといえば、決してそのようなことはありませ
ん。恐らく、ごく普通の、まじめで、熱心な社員達
であったはずです。そうした社員達をして、犯罪ま
がいの行為まで行わせてしまうとは、組織の風土が
創り出す思考・言動への影響力は極めて恐ろしいも
のがあります。
経営者は絶対にこういう会社をつくってはいけませ
ん。会社は社会を幸せにするために存在するはずで
す。経営者自ら、自分達の利益だけを考えた、誰の
利益も幸せも考えない経営の末路がこういうことな
のだといえます。まさに歴史に残る、残念な経営者
として記憶に残ることでしょう。

こうした経営の失敗に関するニュースは、数年に一
度くらいの頻度で必ず世間を騒がせます。結局、い
つになっても、こういう失敗はなくなりません。失
敗がなくならない最大の要因は、失敗の事例から経
営者自身が何も学んでいないということです。本来
であれば、これらの失敗の本質が何で、どうしてそ
ういう落とし穴にはまってしまったのか、多くを学
べるはずです。一方で他から学ぶという姿勢は、謙
虚さがなければ生まれません。恐らく失敗から学べ
ない人の大半は、この謙虚さが決定的に不足してい
るのでしょう。その背景には、「周囲への感謝の欠
乏」や「自身へのおごり」といった悪しき感情があ
るものです。
経営者は、「世のためになる」という社会的使命を
もって生かされているという自覚が必要なのです。

名南コンサルティングネットワーク

永井晶也
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✓ ＣＳＲ（企業の社会的責任）を問いかける
企業における不祥事の多くは、企業経営の目的が利益に偏り過ぎる
経営者の経営姿勢によるところが大きいといえます。
昨今では「CSR」という言葉とともに、企業には利益追求だけでな
く、広く社会的な責任を果たすことが強く求められています。そこで
今回は、この「CSR」について整理しておきましょう。
CSRとは、Corporate Social Responsibilityの略で「企業の社会的
責任（能力）」と訳されます。企業は事業を通じて社会貢献を行うべ
き存在であり、CSRを軽視した経営は、過去の事例の通り存続すら危
ぶまれるような、取り返しのつかない事態を招く可能性があります。
一方、CSRを重視する企業は、社会との信頼関係を築き、企業価値を
高め、長期的に事業を発展させることができるようになるでしょう。
CSRは、中小企業においても重要な経営課題となっています。
では、CSRを取り入れて経営をするためには、何から始めれば良い
でしょうか。CSRと言っても、その内容は膨大で、最初から全てに対
応することは大変です。まずは自社を取り巻く社会（ステークホルダ
ー・図表１）を認識し、「自社とステークホルダーにとって最も影響
を及ぼすものは何か？」を明確にし、重要課題を特定することをお勧
めします。重要課題の特定には、CSR全体を網羅するフレームワーク
となる「ISO26000」の7つの中核課題（図表２）を用いて、自社を
チェックすると良いでしょう。重要課題の特定の後は、具体的なゴー
ルと活動内容を定め、社内外に公表し、社員全員で取り組むことが肝
要です。そうした活動が、永続企業の基盤となることでしょう。

【図表１】キャリアパス例✓ いい人材を育て、活かすための仕組み
労働力人口の減少による採用難、労働に対する価値観の変化から生
じる社員定着率の低下など、どの企業においても人材の確保と育成
（定着）は大きな経営課題となっています。今回は、中小企業の人材
育成における「仕組みづくり」のポイントについて紹介します。
ポイント①『キャリアパスと期待人材要件の明確化』
キャリアパス（図表１）とは、ある職位や職務に就任するために必
要な一連の業務経験とその順序、配置異動ルートのことを言います。
社員一人ひとりが自ら意欲を持って成長するためには、どうなりたい
のかを想像できる選択肢と手段（どうすれば実現できるのか）を示す
ことが不可欠です。どのような仕事をどれくらいの期間担当し、どの
程度の習熟レベルに達すれば、どういうポストに就けるのか、キャリ
アアップの道筋や期待人材要件（図表２）を示すことができれば、目
標に向けて主体的に取り組む自主性を引き出すことができます。
ポイント②『期待要件と現状のギャップを埋めるための教育計画』
次に、作成した期待人材要件と、社員の現状を比較した際に生じてい
るギャップを埋めるために、どのような教育が必要なのかを検討し、
教育計画へ落とし込みましょう。キャリアアップに向けて、必要な機
会（教育）であることを伝え、適切な動機付けを行うことで、目的意
識を持たせることができます。上司・部下の相互で目標を設定し、定
期的に成長や改善に関するフィードバックができると効果的です。
社員自身が成長の“PDCAサイクル”を回すことができるための仕組
みをつくることができれば、自走型社員に育っていくことでしょう。

【図表２】期待人材要件

【図表１】企業を取り巻く社会（ステークホルダー）

【図表２】7つの原則と７つの中核課題
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７つの原則

①説明責任

②透明性

③倫理的な行動

④ステークホルダーの
利害の尊重

⑤法の支配の尊重

⑥国際行動規範の尊重

⑦人権の尊重

７つの中核課題

①組織統治

②人権

③労働慣行

④環境

⑤公正な事業慣行

⑥消費者課題

⑦コミュニティへの参画
及びコミュニティの発展
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✓ 今後のセミナー案内✓ ワンポイントアドバイス

今後予定されているイベント
詳細、お申し込みはこちら⇒

【有料研修】
□９月２８日（木）／１０月５日（木）

新入社員フォローアップ研修（入社半年後研修）

□１０月２４日（火）

管理者パワーアッププログラム 第１講

□１１月２８日（火）

管理者パワーアッププログラム 第２講

□１１月２９日（水）

管理会計力認定講座 ２級・３級

□１２月１５日（金）

管理会計力認定講座 １級

□１２月２１日（木）

内定者研修 仲間と共に「働く」を考える

【無料セミナー】
□９月２７日（水）

中小企業に必要な情報セキュリティ対策

□１１月１７日（金）

MBC公開講座（第四弾）

経営者が知っておくべき イマドキ新入社員の

鍛え方と教育計画立案のポイント

【無料相談会】
□９月２７日（水）

中小企業の営業DX 個別無料相談会

□１０月１８日（水）／１１月１６日（木）

プライバシーマーク 取得更新無料相談会

計数管理能力の向上
企業を取り巻く環境は日々変化しており、経営者
・経営幹部には迅速な意思決定が求められますが、
この時、正しい根拠（＝財務）にもとづいた判断を
することが大切です。
例えば、利益目標を決定する際、売上高の増減は
ある程度予測できても、どの費用がどれだけ増える
のかが分からなければ、利益計算は容易ではありま
せん。従って、日ごろから自社の収益構造を把握し
ておく必要があるのです。
そのためには、管理会計を用いて自社の計数を把
握しておくことがとても重要です。
以下にご紹介する講座では、一般的な財務諸表の
読み方から管理会計の活用方法まで、財務に関する
基礎的な知識を習得することができます。

管理会計力認定講座
1級 損益分岐点、キャッシュフロー、予実管理
2級 財務分析
3級 決算書の見方

※詳細はQRコードを
ご確認下さい→

3級 2級 1級

若手人材を正しく育成する

「鉄は熱いうちに打て、社員は若いうちに鍛えろ」
という言葉で表現されることもあるように、入社3
年目までに、好ましい思考・行動が身に付くかによ
って、その後の成長スピードは大きく変わるもので
す。若手人材に好ましい思考・行動を身に付けても
らうためには、正しい目標設定と定期的な振り返り
を繰り返すことで、自己の成長サイクルをセルフマ
ネジメントできる、“自走型社員”へと育成する必要
があるでしょう。
そこで、弊社では「“自走型社員”を育成する」こ
とを基本方針として、毎年５００名を超える新入社
員の指導教育・フォローを行っています。各個人の
変化に合わせ、時には寄り添い、時には厳しく指導
することによって、人材育成をサポート致します。
具体的には、内定者研修から新入社員研修、入社

半年後・１年後・３年目の研修をご用意しておりま
す。人材育成の中でも特に若手人材に対しては、
段階的な教育と継続的なフォローが重要です。弊社
の研修を有効にご活用頂き、貴社の人材育成にお役
立て下さい。

（各種研修の詳細は、右記のQRコードをご参照下さい）
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